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広

報
μ
あ
あ
あ
ら
い
ρ
で
毎
号
の
よ
う
に

ご
紹
介
さ
せ
て
い
だ
ぜ
い
て
い
ま
す
ガ
¥

地
域
の
人
々
の
善
意
に
よ
る
奉
仕
活
動
か

広
範
囲
に
わ
だ
っ
て
続
け
ら
れ
、
そ
の
輪

も
次
第
に
広
ガ
り
を
み
せ
な
ガ
ら
人
々
の

連
帯
感
を
深
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
匝
民
の
皆
さ
ん
の
強
い
自

治
意
識
に
も
と
ず
く
諸
活
動
ガ
¥
新
ら
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
者
え
方
に

合
致
す
る
わ
け
で
す
。

今
年
も
別
掲
の
諸
問
体
の
皆
さ
ん
か

ら
¥
海
岸
や
道
路
の
清
掃
¥
花
壇
や
街
路

樹
の
植
摺
¥
除
草
、
整
備
等
の
ご
奉
仕
を

頭
い
て
い
ま
す
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
手
で
¥
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

楽
し
い
問
。
つ
く
り
そ
進
め
ま
し
ょ
う
/

。
支
海
嬬
人
会

O
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
出
ク
ラ
ブ

O
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

O
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ

O
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
洗
第
1
由

。
交
通
安
全
協
会

O
交
通
安
全
母
の
会

※
こ
の
ほ
か
、
個
人
・
団
体
に
よ
る

ご
寄
附
そ
の
他
の
各
種
奉
仕
活
動
に

つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
で
き
る
限

り
広
報
紙
で
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

ま
で
も
縁
日
の
金
魚
す
く
い
な
ど

で
広
く
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

フ
ナ
に
似
た
引
の
ワ
キ
ン
、
自
の

「
キ
ン
ギ
ョ

l
、ェ

i
、
キ
ン
ギ
出
た
デ
メ
キ
ン
、
嗣
が
丸
く
尾
の

ョ
i
」
と
品
目
な
つ
か
し
い
呼
び
声
長
い
リ
ュ
ウ
キ
ン
、
頭
に
コ
ブ
の

が
か
す
か
に
耳
に
入
っ
た
の
で
、
つ
い
た
ラ
ン
チ
ュ
ウ
な
ど
種
類
も

珍
し
い
と
思
い
、
あ
わ
て
て
窓
を
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

開
け
て
首
を
出
し
て
み
ま
し
た
が
、
と
こ
ろ
で
金
魚
に
な
く
て
は
な

も
う
姿
は
な
く
、
声
も
聞
こ
、
え
ま
ら
な
い
の
が
水
。
毎
年
八
月
一
日

せ
ん
。
|
|
あ
る
ひ
な
び
た
温
泉
は
「
水
の

P
、
そ
し
て
一
日

1
七

の
旅
館
で
の
こ
と
で
す
。
実
は
こ
日
は
「
水
の
週
間
」
で
す
。
わ
た

の
呼
び
声
、
テ

i
プ

で

廊

下

し

た

ち

は

、

い

や

な

こ

と

は

の
マ
イ
ク
か
ら
小
さ
く
流
し

5
百
万
水
に
流
す
u

と
い
っ
た
り
、

て

い

た

の

で

し

た

。

無

浪

費

す

る

こ

と

を

活

水

の

一

変

ら

し

い

涼

を

呼

ぶ

「

キ

ご

と

く
u

と
い
っ
た
り
し
て

ン
ギ
ョ

l
、
ェ

i
」
の
声
、
水
を
粗
末
に
半
号
、
え
が
ち
で
す

近
ご
ろ
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な
ヘ
感
齢
が
、
水
は
限
り
あ
る
貴
重
な

s
d件
一
、
島
一

く
な
り
ま
し
た
o

d

h

資
源
な
の
で
す
。
特
に
日
本

金
魚
を
入
れ
た
丸
い
か
ラ
は
国
民
一
人
当
た
り
の
降
水

ス
の
器
や
、
水
槽
を
リ
ヤ
カ
!
に
回
一
一
毘
が
世
界
平
均
の
五
分
の
一
と
い

乗
せ
て
売
り
歩
く
金
魚
屋
さ
ん
。
、
7
H
水
資
源
小
国
H
で
す
。
「
水
の

そ
し
て
も
つ
少
し
古
い
時
代
に
は
、
日
」
「
水
の
週
間
」
を
機
会
に
、
も

ー

浅
い
捕
に
金
魚
を
入
れ
、
天
び
ん
っ
と
H

水
と
暮
ら
し
。
に
闘
を
向

棒
で
か
つ
い
で
売
り
歩
い
て
い
ま
け
、
水
を
大
切
に
使
う
工
夫
を
し

し

た

。

た

い

も

の

で

す

。

金
魚
の
祖
先
は
、
フ
ナ
が
突
然

変
異
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
千
年

以
上
前
か
ら
中
国
で
飼
育
き
れ
て

い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

庶
民
に
も
親
し
ま
れ
る
よ
、
つ
に
な

っ
た
の
は
江
戸
中
期
か
ら
で
、
い
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O
磯
浜
小
学
校

O
祝
町
小
学
校

O
大
賞
小
学
校

O
夏
海
小
学
校

O
第
一
中
学
校

O
南
中
学
校

O
大
洗
高
等
学
校

O
磯
浜
婦
人
会

O
大
賞
婦
人
会

集

尉

編

t=fJ 

権
的

っ
た
の
か
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
も
し
た

た
め
か
、
後
始
末
を
し
な
い
ま
ま
残
さ

れ
た
丸
太
の
燃
、
ぇ
残
し
が
尽
立
ち
、
相

変
ら
ず
の
マ
ナ
!
の
低
き
に
生
徒
た
ち

も
ガ
ッ
ク
リ
、
そ
れ
で
も
体
を
直
接
動

か
す
勤
労
作
業
は
身
の
軽
い
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
苦
に
な
ら
ず
、
意
欲
的
に
清

掃
奉
仕
作
業
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
成
果
は
役
場
か
ら
提
供
さ
れ
た

ゴ
ミ
袋
に
、
空
カ
ン
ゴ
ミ
な
ど
が
な
ん

と
捌
袋
に
も
な
り
、
ま
た
た
く
聞
に
キ

レ
イ
に
な
っ
た
一
帯
の
海
岸
線
は
そ
の

美
し
き
を
と
り
戻
し
ま
し
た
。

一
中
生
徒
の
皆
さ
ん
、
大
変
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

今
年
も
い
よ
い
よ
海
水
浴
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。

町
立
第
一
・
中
学
校
(
中
村
政
校
長
)

で
は
楽
し
い
哀
を
迎
、
え
る
に
あ
た
っ
て
、

大
洗
の
海
岸
を
み
ん
な
で
キ
レ
イ
に
清

掃
し
よ
う
と
、
去
る
7
月
2
臼
出
に
全

学
年
生
徒
側
名
で
、
大
洗
海
岸
や
磯

浜
・
大
賞
海
水
浴
場
(
新
浜
区
域
)
一
帯

の
海
岸
清
掃
奉
仕
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
土
耀
日
の

3
I
4
時
恨
の

H

ゆ
と
り
の
時
間
u

を
利
用
し
て
、
毎

年
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
関
係
の
皆

き
ん
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
例
年
に
比
べ
て
ゴ
ミ
の
最
も

少
な
い
様
子
で
し
た
が
、
浜
で
暖
を
と

運

の

ポ
町
内
の
塀
や
電
柱
な
ど
に
は
、
心
な

い
人
た
ち
に
よ
り
、
ポ
ス
タ
ー
や
立
看

板
な
ど
が
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
掲
示
さ
れ
、

遂
行
く
人
々
の
眉
を
ひ
そ
め
さ
せ
て
い

ま
す
。
そ
の
な
か
に
は
、
青
少
年
の
自

に
は
触
れ
さ
せ
た
く
な
い
も
の
や
、
観

光
地
と
し
て
の
美
観
を
著
し
く
そ
こ
ね

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

大
洗
町
青
少
年
育
成
会
議
(
竹
内
宏

会
長
)
で
は
、
昨
年
に
引
き
つ
づ
け
て

第
2
由
自
の
ポ
ス
タ
ー
-
立
看
板
等
の

撤
去
運
動
を
参
加
各
種
団
体
の
山
名
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
去
る
7
月

初
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

各
地
区
毎
に
班
編
成
を
行
な
い
、
当

日
午
前
9
時
に
現
地
に
集
合
し
た
皆
さ

ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
ょ
っ
た
ワ
イ
ヤ

ブ
ラ
シ
、
タ
ワ
シ
、
ベ
ン
チ
、
金
ベ
ラ
、

バ
ケ
ツ
な
ど
七
ツ
道
具
を
使
用
し
て
早

速
、
撤
去
作
業
に
入
い
り
ま
し
た
が
、

幸
い
作
業
中
は
雨
も
降
ら
ず
仕
事
も
頗

誠
に
す
す
み
、
町
内
の
隅
々
ま
で
キ
レ

イ
に
な
り
ま
し
た
。

ご
参
加
の
皆
さ
ん
、
大
変
ご
苦
労
様

で
し
た
。

震童話iま“社会の窓円
応対マナーもしつけの一つ

リーンと電話のベルが鳴ると、子供

に受話器を取らせる家庭が72%一一。

小学校入学前の子供のいる家庭を対

象にした電々公社の調査によるもので

すが、平均年齢が5歳といいますから、

電話は子供たちの世界に抵抗なく受け

入れられているといえます。また、小

学生は平均して週に 3関電話をかけています。

そうした半面、身についていないのが電話の応対マナー。か

けた先の子供が受話器を取ったものの、どうも要領を得ないー

といった経験は一度ならず、あることでしょう。

夏休みは、子供たちが家にいることから、電話に出る機会も

多くなります。この機会に、電話のマナーを身につけさせては

いかが…。しつけのーっとして、社会性を養うためにもよいの

ではないでしょうか。
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寸
i亀

一

(
病
院
紹
分
し
ま
す

L、

「
急
病
L

「
怪
我
」
な
ど
で
、
救

急
車
の
要
請
を
必
婆
と
し
な
い
か
軽

度
。
の
場
合
、
又
は
、
自
家
用
車
位
一
寸

で
搬
送
可
能
な
場
合
に
病
院
を
見
つ

け
る
方
法
と
し
て
次
の
二
つ
が
あ
り

ま
す
。
一
、
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
直
接

電
話
す
る
方
法
-

電
話
0
2
9
2
附
4
1
9
9

自
分
の
住
所
と
患
者
の
容
態
を
言

い
ま
す
と
近
く
の
診
療
可
能
な
病
院

を
3
i
5
ヶ
所
位
み
つ
け
て
く
れ
ま

す
。
こ
の
病
院
の
中
か
ら
自
分
の
希

望
す
る
病
院
に
直
接
電
話
を
し
て
「
了

解
L

を
得
て
か
ら
病
院
に
向
か
い
ま

す。一
一
、
消
防
署
に
篭
話
を
し
て
病
院
を

紹
介
し
て
も
ら
、
7
方
法
。

電
話
倒
1
1
1
9

らあ幸容議設

ー
、
国
保
で
受
け
ら
れ
な
い
診
療

体
の
具
合
の
悪
い
と
き
は
、
い
つ
で

も
盟
保
で
お
医
者
さ
ん
の
診
療
を
、
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な

診
療
の
場
合
は
、
田
保
の
診
療
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

①
犯
罪
行
為
や
不
行
動
で
お
き
た

病
気
、
け
が
(
国
保
法
第

ω条
第

臼
条
)

ィ
、
ケ
ン
カ
や
ょ
っ
ぱ
ら
つ
た
こ
と

が
原
田
で
ケ
占
心
し
た
り
、
病
気
に

な
っ
た
場
合

ロ
、
自
殺
未
遂
な
ど
自
分
で
、
わ
ざ

と
し
た
行
為
、
あ
る
い
は
、
犯
出
非

行
為
で
病
気
に
な
っ
た
り
、
ケ
か

た
と
き

昭和58年8F.11El

け九主弘和、dJIずtうちで
け完了じたり.病民i己
なコ?ととき

性
別
・
年
齢
・
電
話
番
号
、
そ
し

て
容
態
を
詳
し
く
、
又
か
か
り
つ
け

の
病
院
が
あ
れ
ば
病
院
名
を
話
し
て

下
さ
い
。
消
防
署
で
診
療
可
能
な
病

院
を
見
つ
け
て
折
り
返
し
連
絡
し
ま

す。
こ
の
場
合
「
場
所
が
遠
す
ぎ
る
」

と
か
「
白
分
の
希
望
に
合
わ
な
い
」

等
の
理
由
で
病
院
に
行
か
な
い
患
者

さ
ん
が
あ
り
ま
す
。
病
院
で
は
準
備

を
し
て
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
も
し

行
か
な
い
場
合
に
は
早
期
に
病
院
及

び
消
防
署
に
そ
の
旨
連
絡
し
て
下
さ

葵勤)Ie:-刷、整官事
②
病
気
で
な
い
も
の

イ
、
美
容
の
た
め
の
処
置
や
手
術

ロ
、
正
常
な
妊
娠
分
娩

ハ
、
横
並
び
の
矯
正

ニ
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
人
工
妊
娠

中
絶

ホ
、
健
康
診
断

へ
、
予
防
注
射

ト
、
日
A

市
生
活
に
さ
し
さ
わ
り
の
な

い
程
度
の
そ
ば
か
す
・
あ
ざ
・
ほ

く
ろ
・
い
ほ
・
わ
さ
が
、
ど
も
り

な
ど
の
治
療

③
仕
事
上
の
病
気
や
ケ
ガ

仕
事
の
上
で
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た

と
き
は
、
労
働
者
災
害
補
償
の
適

用
を
受
け
る
か
、
労
働
基
準
法
の

定
め
に
よ
り
雇
、
玉
の
負
担
と
な
り

国
保
は
使
え
ま
せ
ん
。

画
紙
整
理
槻

I

基

(一ニ
O
、
0
0
0内
相

当

)

大
洗
町
磯
浜
町
五

O
九
四
番
地

小

沼

ふ

ゆ

殿

亡
夫
小
川
伯
清
重
氏
の
葬
儀
香
料

の
一
部
で
襟
記
備
口
問
を
贈
入
、
町

立
第
二
保
育
所
に
寄
附
さ
れ
ま
し

た 。O

雑

布

m
枚

大
洗
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ

明
寿
会
(
高
橋
兼
育
会
長
)

会

員

御

一

一

回

殿

町
立
第
一
中
学
校
へ
清
掃
用
と

し
て
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

④
交
通
事
故

交
通
事
故
の
場
合
は
、
盟
保
係
へ

届
出
す
れ
ば
使
、
え
ま
す
。
た
だ
し

国
保
は
一
時
立
替
え
に
す
ぎ
ず
、

あ
と
で
加
害
者
か
ら
留
保
へ
返
し

て
も
ら
っ
干
」
と
に
な
り
ま
す
。
交
通

事
故
な
ど
、
第
三
者
か
ら
傷
害
を

う
け
た
場
合
、
そ
の
医
療
費
は
、

被
害
者
に
重
大
な
過
失
の
な
い
限

り
、
加
答
者
が
全
額
負
担
す
べ
き

も
の
で
す
。

由
民
年
金
の
作
品
を

集
し
ま
す
グ

国
民
年
金
制
度
を
よ
り
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
先
月
号
の
広
報
紙
で
も

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
広
く
皆
さ
ん

か
ら
の
作
品
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

。
テ
!
?
国
民
年
金
に
関
す
る
も
の

(
国
民
年
金
に
関
す
る
も
の
で
し
た
ら

ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
結
構
で
す
。
)

O
作
品
(
規
格
、
寸
法
は
間
い
ま
せ
ん
。
)

ア
、
書
道
イ
、
絵
画
(
水
彩
、
水

線
画
そ
の
他
)
ウ
、
写
真

位6 詫おび 載記のも グ!E朝の手 号前
金係 O合閣 三員品を襲五 すま。 おあら {秀愛 ヲ室主20(oi
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E 先い用」
記訂れ フ第 し たきに
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総
務
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長

小
野
崎

税

飛霊
長
田

住
民
課
長

寺

門

厚
生
課
長

鈴

木

衛
生
課
長

飯

嶋

建

木喜
村長

灰
一
商
整
理
課
長

鬼

津

昭

隆BB 高ん
U

44ι
ト

道光

広
報
公
聴
係
長

ト

持

ロ

羊

ノ

i

、J

人
i乙

江課
長
橋

財
政
係
長

菅

谷

総
務
係
長

吉

津

交
通
係
長

大

谷

管
財
係
長

谷

村

町

檎号
深
山長

閤
定
資
産
税
係
長

関

根

伸

窓
口
係
長

杉

本

管
理
係
長

水

谷

年
金
係
長

兼

川

国
保
係
長

八

木

民
生
係
長

小
松
崎

児
章
一
億
祉
係
長

関

根

第
l
保
育
所
長

近

藤

正

第
2
保
育
所
長

船

橋

庸

第

3
保
脊
所
長

助

川

公

都

子

保
健
衛
生
係
長

桜

井

環
境
保
全
係
長

高

橋

正

建

小草
野E
j穀

土
木
係
長

長
我
部

管
輝
一
係
長

関

根

業
務
係
長

宮

崎

ヱ
舛務
係
長
井

補
償
係
長

坂

本

源血
ρg. 
F詰広国と良逸力

郎

宣同典
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ノT'次

市

広
報
、
公
聴
、
原
子
力
、
秘
書
、
伎
民
相
談
、
法
務

人
権
、
行
政
相
談

総
合
企
画
調
整
、
広
域
行
政
、
国
土
利
用
計
顔
、
防
災

計
画
、
特
定
開
発
計
樹
、
企
業
誘
致
、
統
計
調
査
、
庁
議

儀

財
政
、
予
算
、
決
算
、
監
査

彰

人
事
、
給
与
、
条
例
、
規
則
、
議
会
、
文
書
、
町
内

会
、
職
員
福
利
厚
生
、
職
員
研
修
、
職
員
図
体

夫

交
通
安
全
対
策
、
紡
犯
、
交
通
災
害
一
共
済

樹

前
叫
有
財
産
の
取
得
、
処
分
、
管
現
、
物
口
問
調
達
管
理

庁
舎
管
理

BB 

町
県
民
税
の
賦
課
、
徴
収
、
田
市
民
税
報
告
、
諸
証
明
、

原
付
自
転
車
標
識
の
交
付
、
納
税
貯
蓄
級
会

1j-

劃
定
資
産
税
の
賦
謀
、
徴
収
、
特
別
土
地
保
有
税
の

賦
課
徴
収
、
諸
註
明

き

窓
口
業
務
全
般
、
日
産
健
康
保
検
、
住
民
の
異
動
、

一
戸
籍
局
受
理
、
そ
の
他
諸
証
明
の
交
付

子

住
民
基
本
台
帳
の
作
成
、
務
理
一
管
理
、
一
戸
籍
企
記
載
、

編
成
、
外
国
人
登
録
、
人
口
動
態

猛

国
民
年
金
、
福
祉
年
金

W
A
H
 

白

μμ

国
民
健
康
保
険
、
老
人
医
療
、
福
祉
医
療

怒祉社
の、会

家戦福
、傷祉
羅戦、

災残母
救者子
援福福
護祉祉

穣老身
災人体
E正領罪言
明祉害
、者
老、

入車青
団薄
{本児
、福

博

児
童
福
祉
、
保
育
所
情
輩
、
児
童
手
当
、
遊
濁
施
設

子

保
育
業
務

子

保
育
業
務

保
育
業
務

努

保
健
予
防
、
予
防
接
種
、
献
血
運
動
、
機
能
回
復
訓
練

彦

墓犬環
地捕境
管獲衛
理、生
、公行

浄害政
化、指

槽き導
設れ、

震い畜
運な犬
営匝T登
のづ銭
指〈
導り狂
推犬
j皇子
、紡

町
営野

港
湾
、
建
築
設
計
管
理
、
建
築
指
導
確
認
、
町
営
住

宅
建
設
管
理

明

道
路
、
橋
梁
、
河
川
、
排
水
等
諸
土
木
工
事

5皇

道
路
管
理
、
境
界
確
認
、
道
路
用
地
取
得

;夫

徴処工
収分事
交、の

付保古車
留行
地予
管続
理、

区事
画業
整の
環計
登函
記調
、整
換、

地換
精tl!l
算計
金扇

敬

工
事
施
行
、
設
計
管
理

良日

建
物
工
作
物
の
移
転
、
除
却
補
償
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交
通
安
全
こ
ど
も

去
る
6
月
初
日
、
常
北
町
石
塚
小
学

校
で
、
こ
ど
も
自
転
車
水
戸
地
区
大
会

が
関
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
水
戸
警
察
署
管
内

(
7
市
町

村
)
の
小
学
校
を
対
象
に
、
自
転
車
の

乗
り
方
を
通
し
て
交
通
安
全
思
想
や
交

通
?
ナ
!
の
徹
底
を
図
る
た
め
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。

L、

⑫ 

ら

痛
み
に
つ
い
て
(
そ
の
一
)

あ

痛
い
自
に
会
う
云
う
一
言
葉
が
あ
る

様
に
、
痛
み
は
人
間
に
と
っ
て
イ
ヤ

な
こ
と
の
代
表
み
た
い
に
忍
わ
れ
て

い
ま
す
。
た
し
か
に
人
間
の
体
は
ど

こ
が
痛
ん
で
も
困
り
ま
す
。
指
に
刺

し
た
小
さ
な
ト
ゲ
の
痛
み
さ
え
気
に

な
っ
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

だ
か
ら
こ
そ
痛
み
と
云
う
感
覚
は
蚤

要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
す
匂

つ
ま
り
私
た
ち
に
と
っ
て
何
等
か
の

体
の
異
状
を
平
く
気
づ
か
せ
て
く
れ

る
赤
信
号
の
様
な
症
状
の
一
つ
が
痛

み
な
の
で
す
。
そ
れ
は
他
の
疲
状
と

同
じ
様
に
心
身
に
起
っ
た
異
常
を
知

ら
せ
る
赤
信
号
で
す
か
ら
痛
み
を
感

じ
な
く
な
っ
た
ら
大
変
で
す
。

一
、
痛
む
臓
器
と
痛
ま
な
い
臓
器

腎
臓
結
石
は
も
の
す
ご
い
痛
み
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

腎
臓
そ
の
も
の
は
痛
み
を
感
じ
る
神

経
が
な
い
の
で
す
。
痛
む
の
は
附
属

し
て
い
る
尿
管
の
た
め
で
す
。
腕
や

肝
臓
に
ガ
ン
が
起
っ
て
も
痛
み
ま
せ

ん
。
い
づ
れ
も
痛
ま
な
い
臓
器
な
の

で
す
。
し
か
し
姉
ガ
ン
が
肋
模
に
影

響
を
与
え
る
と
痛
み
が
出
ま
す
。
肝

害容お(3)第140号

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
の
た

め
予
定
し
て
い
た
屋
外
で
の
安
全
走
行

が
出
来
ず
、
屋
内
体
育
館
で
の
技
能
走

行
だ
け
を
、
競
技
方
式
に
よ
り
行
い
ま

し
た
。日
頃
、
各
小
学
校
で
は
交
通
安
全
教

室
な
ど
に
よ
り

0
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方

O
交
差
点
の
安
全
な
通
行
の
仕
方

O
横
断
歩
道
の
安
全
な
渡
り
方

な
ど
を
勉
強
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
臼

当
防
の
代
表
と
し
て
、
夏
海
小
学
校
が

参
加
し
、
日
墳
の
勉
強
の
成
果
を
十
二

分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

夏
海
小
学
校
の
み
な
さ
ん
、
ご
苦
労

様
で
し
た
。

臓
も
輪
胆
管
と
云
、
7
部
分
に
痛
み
を

感
ず
る
の
で
す
。
間
同
の
粘
膜
の
表
面

は
痛
み
を
感
じ
な
い
の
で
そ
こ
に
小

さ
な
漬
蕩
が
出
来
よ
、
っ
と
魚
の
骨
が

刺
さ
ろ
、
っ
と
少
し
も
痛
み
ま
せ
ん
。

し
か
し
少
し
深
く
ま
で
や
ら
れ
る
と

今
度
は
猛
烈
に
痛
み
が
出
る
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
痛
み
は
何
ん
と
か
し
て

早
く
や
わ
ら
げ
る
こ
と
は
大
切
で
す

が
、
そ
の
原
因
を
追
究
す
る
こ
と
は

も
っ
と
大
切
で
す
。
医
師
の
適
格
な

診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
激
痛
の

場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
長
び
い
て
い
る

不
安
な
軽
い
痛
み
で
あ
っ
て
も
阜
く

医
師
と
相
談
す
べ
き
で
す
。
そ
の
上

で
特
定
の
病
気
が
発
見
さ
れ
な
い
と

し
た
ら
自
分
で
自
分
の
生
活
の
中
に

痛
み
の
原
留
を
み
つ
け
る
努
力
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
代
の
生

活
で
は
、
そ
の
様
な
生
活
症
状
と
し

て
の
痛
み
が
非
常
に
多
い
も
の
で
み
ヲ
ー

と
く
に
頭
痛
、
胸
痛
、
腹
痛
で
は
病

気
と
と
く
に
関
係
の
な
い
も
の
が
笑

生
活
の
上
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

項
自
の
中
で
次
留
か
ら
シ
リ
ー
ズ
も
の

と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
期

待
し
て
い
て
下
さ
い
。
頭
の
先
か
足

の
う
ら
ま
で
順
を
追
っ
て
記
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
(
大
洗
医
師
会
・
提
供
)

去
る
7
月
3
8
、
町
立
大
貫
小
体
育

館
で
、
第
三
田
町
民
7

7

さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

日
項
、
い
そ
が
し
い
家
庭
の
ご
婦
人

が
こ
の
日
の
た
め
猛
練
潔
に
励
ん
だ
成

田
木
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
あ
わ
せ
て
体

力
の
向
上
を
図
る
よ
う
行
な
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

大
会
は
、
町
内
か
ら
6
チ
i
ム
が
参

加
し
、
リ
ー
グ
戦
方
式
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
子
供
達
の
声
援
を
う
け
、
一
試

合
ご
と
に
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
松
の
木
ク
ラ
ブ
が
大
会
三

連
勝
の
栄
冠
を
か
ち
と
り
ま
し
た
。

3

佼

汁

滝

口

保

育

国

な
お
、
試
合
の
結
果
は
、
次
の
と
お
決
定
戦

4
1
磯
小

P
T
A

大
洗
町
人
権
擁
護
委
員

。
小
野
瀬
奏
作
氏

大
洗
町
叫
大
賞
二
八
一
番
地
雷
小
川
1
6
0
2

0

高

木

一

郎

氏

大
洗
町
磯
浜
七
五
一
一
一
番
池
宮
内
山
2
3
2
4

0

関

口

茂

氏

大
洗
町
神
山
九
二
一
番
地
雷
同
山
6
5
4
2

公
平
委
員
会
委
員
に

山
本
選
民
決
ま
る

人
権
擁
護
委
員
に

田
口
茂
氏

(
F色
再
選

私
た
ち
が
基
本
的
人
権
を
侵
か
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
平
和
な
日
常
生
活
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
常
に
こ
れ

を
監
視
し
た
り
、
若
し
侵
犯
さ
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
救
済
の
た
め
に
す
み
や

か
に
適
切
な
処
置
を
講
じ
た
り
、
あ
る

い
は
又
自
由
人
権
思
想
の
普
及
に
努
め

た
り
な
ど
、
非
常
に
大
切
な
役
割
を
担

う
の
が
人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
で
す
。

こ
の
た
び
、
法
務
大
距
よ
り
委
員
を

委
嘱
さ
れ
た
、
田
口
茂
側
さ
ん
は
向
、
っ

三
ヶ
年
、
私
た
ち
町
民
の
た
め
に
、
こ

の
使
命
を
来
た
き
れ
る
わ
け
で
す
が
ご

健
翻
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

り
で
す
。優
勝

準
優
勝

第

3
位

松
の
木
ク
ラ
ブ

大
賞
小
P
T
A

磯
小
P
T
A

滝
口
保
育
関

祝
町
い
わ
ふ
ね

大
賞
小
P
T
A

明
石
保
育
関

松
の
木
ク
ラ
ブ

磯
小

P
T
A

水
道
事
業
管
理
者
大
洗
町
長

竹

内

宏

農

業

委

員

会

東
茨
城
郡
内
町
村
及
び
一
部
事
労
組

合
の
公
平
委
員
会
の
委
員
に
、
こ
の
た

び
山
本
進
制
氏
(
大
洗
町
磯
浜
制
番
地
)

が
梶
田
尼
馨
氏
の
後
任
と
し
て
、
町
議
会

の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
昭
和
日
年
9
月
初
白
ま
で
で
、

今
後
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す。
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計
画
課
長
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司

郎
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長
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長
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崎

教
育
委
員
会
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局
長

宮

本

明

サ
イ
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タ
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所
長

総

宮

本

明

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

僻

小

野

崎

剛

農
業
委
員
会
事
務
局
長

駒

大

川

昇

作

議
会
事
務
局
長

大

谷

義

消
防
課
長

紛

今

泉

消
防
署
長

今

泉

申
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省
寸
'寸

BBι義
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長
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地
方
卸
売
市
場
管
理
係
長

江

橋

喜

久

雄

農

郡政
係
長
司

水
産
係
長

宮

本

{転

商
土工
H 観

川良
長

広

夫

管
理
係
長

海

野

之

山
山
納
係
長

佐
久
間

庶
務
係
長

三

浦

営

米長
)11長

男

工

小

;沼自長

浄
水
係
長

粉

川

崎

学
校
教
育
係
長

荻

沼

武

社
会
教
育
係
長

芳

賀

真

J台経経

J合友正市
中
rnsB 

徳
治
郎

正博義中
dじA、英洋

男

下地組
水域合
進計施
、露五行
計、事
商関業
街発育
路許成
、可指
公、導
問屋、
緑外土
地広地
f苦手1)
物用
詐計
可闘

公用
共途

男

農
業
、
林
業
、
畜
産
業
の
振
興
由
育
成
、
農
業
団
体
育

成
指
導

安

漁
業
及
び
水
産
加
工
業
の
振
興
育
成
、
漁
港
、
水
難

救
済
事
業

地
方
卸
売
市
場
、
冷
凍
冷
蔵
庫
運
営
管
理

男

商
工
業
の
育
成
指
導
、
観
光
事
業
、
消
費
者
行
政

労
働
福
祉
行
政
、
貯
蓄
推
進

広

町
民
会
館
の
運
営
、
管
理

廃
棄
物
の
収
集
処
理
、
火
葬
業
務
施
設
設
備
の
管
理

搬
入
廃
棄
物
の
処
理
及
び
料
金
徴
収

7]'( 

各
会
計
、
出
納
業
務

業
務
の
総
合
調
禁
、
予
算
、
決
算
、
会
計
事
務
管
理

契
約
、
広
報

繕徴営
工奴業
率、の

給金
水商

主義
三凡統

計"十

施害
工到

雲水
弓遊

説
二宍調

修実

美

施
設
の
維
持
管
理
、
末
端
水
質
管
理
、
施
設
の
設
計

施
工
、
資
材
管
理

男

浄
水
場
維
持
管
理
、
水
質
管
理
、
取
水
場
及
び
導
水

施
設
管
理

夫

小
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
思
基
本
計
画
推
進
、
間
続

設
設
備
事
務
、
そ
の
他
補
劫
事
務

社
会
教
育
、
社
会
体
育
、
文
化
財
保
護
、
青
少
年
育

成
指
導

サ
イ
ク
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理

選
挙
の
管
理
執
行
及
び
啓
発

議に農
i量関業
透すに
、る凋

農答す
業串る
者農振
年地奥
金の計
転商
用の
、樹

交立
換及
、ぴ

売実
買施
等の
の推
審進

議
会
運
営
事
務

中
古
Z
T

総
合
企
画
認
整
、
人
事
、
給
与
、
経
理
、
条
例
一
規

則
、
訓
令
、
教
養
、
文
書
管
理
、
職
員
一
徳
利
厚
生
、

消
防
罰
事
務

栄

建
築
向
意
、
効
火
指
導
管
理
、
危
険
物
等
規
制
、
火

気
使
用
制
限
、
火
災
原
医
調
査
、
穣
災
証
明
、
諸
届

の
受
理
、
広
報

明

言十習消
極、紡
、地力
警理の
報水配
発利備
令{果、
会j首
、紡

無計
線画
適
用警
、戒
気、

象防
観ぎ
担1)よ
等、
のj貨

界

水
火
災
等
警
防
活
動
、
防
火
対
象
物
、
危
険
物
製
造

所
等
の
調
査
並
び
に
立
入
検
査
、
機
械
器
具
の
保
全

地
理
水
利
調
査
保
全
、
各
種
訓
練
、
救
急
救
助
活
動

医
療
機
関
と
の
連
絡



第140号 (4)tll らあ若草書官昭和58Sf8月1日

般
住
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン

定
期
検
診
の
お
知
ら
せ

9月 l毘休)

一

時

岡
野
肥
料
底
前
一
午
前
9

・却

(
松
川
)
一

l
m
-
m
分

:
l
i
b
i
-
-
d
T
E
-
-

一
午
前
叩
・
必

松
川
公
民
館
前
一
い
川
市
川
町
出
州

大
洗
町
農
協
倉
庫
前

午
後
1
・
r
u
I
3
・
初
分

〔
注
〕
尿
検
査
(
蛋
白
、
糖
尿
、
肝
臓
)

を
し
ま
す
。

月日

会

場

神
山
集
落
セ
ン
タ
ー
前

午前
9

・初
l
u
・泊分

〔
注
〕
尿
検
査
(
蛋
白
、
糖
尿
、
肝
臓
)

を
し
ま
す
。

9月2日働

大
賞
集
落
セ
ン
タ
ー
前
(
角
ご

午
後
1
・
日
!
3
・

ω
分

〔
注
〕
尿
検
査
(
蛋
白
、
糖
尿
、
肝
臓
)

を
し
ま
す
。

午前
9

m

!
o
o
T
 

i
1
3
4ノ

午
ム
削

m-げ
叩

I

O

T

 

i
-
-
3長

午前
9
‘
却

l
m
・泊分

午前日・日制

1

0

r

 

i
1
3
Lノ

9月 3日ω

原
研
生
協
山
場
平
売
庖
前

一
津
屋
、
湖
沼
脇

(
北
清
水
)

大
貫
小
学
校
前

9月 5日何)

大
竹
田
昌
履
物
窓
脇
駐
車
場

(
寺
釜
町
)

大
洗
町
青
年
研
修
所
前

午後
1

・
日
1
3
m分

〔
注
〕
尿
検
査
(
蛋
白
、
糖
尿
、
肝
臓
)

を
し
ま
す
。

9月6臼(刈

鬼上!を♀遊
沢 田lしと5 祖
語ブPま尿神
;:: I ? Iす検前
言語忌引。実午長
工 ふ|蛋市釜
筆記望副 司百会
トー斗一一斗 糖 30:空
1 守二 E官 I 
3 後 2 後 I -， 11 
・ 21 . 1 1 肝
30 . I 15 . I H訟 30
分 3 分 151 こコ分

間

月日

品、
ヨス

場

待

9月7日やj()9月8日{村9月9日幽

午
前
日
却

l
m

お分

午
前
日
・
必

!
日
開
制
分

か
ん
の
ん
さ
ん
前
一
午
後
1
・
日

(
二
了
目
)
一

l

2

・ぉ分

第
一
消
効
回
詰
所
下
一
午
後
2

・お

(
一
丁
目
)
了
3
-

加分

魚
浅
釣
居
中
(
庖
前
一
午
前
9

・叩山

(
明
神
町
)
一
l
M
山
・
加
分

丸
山
示
水
産
前
一
午
前
山
・
必

(
明
衿
町
叫
)
一
}
日
・
お
分

亀
屋
商
底
前
一
午
前
9

・
m

(
祝
町
)
一
1羽

-
m
分

松
ケ
丘
住
宅
集
会
場
前
(
祝
町
)

午
前
ぬ
却
lHμ

別分

〔
注
〕
尿
検
査
(
蛋
白
、
糖
尿
、
肝
臓
)

を
し
ま
す
。

東
光
台
地
区
公
民
館
前

午
後
1
・
日
1
3
・
日
出
分

〔
注
)
尿
検
査
(
蛋
白
、
糖
尿
、
肝
臓
)

を
し
ま
す
。

大
洗
町
水
遂
事
務
所
前

9月11日仕)9月12日(月)

。
実
施
要
頃

※
該
当
者
は
、
満
万
歳
以
上
の
カ
で
大
洗
町
に
住
所
を
有
し
、
昭
和
四
四
年
4
月
1
日
以

降
胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
(
た
だ
し
学
校
に
在
学
中
の
者
及
び

織
場
で
定
期
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
方
、
結
核
患
者
、
妊
娠
中
の
方
は
除
く
)
で
す
。

間

町
営
公
開
問
墓
地
入
口
よ

り
墓
地
内
ま
で
の
車

交
通
規
制
に
つ
い
て

⑧
交
通
規
制
ヶ
所

昭
和
路
年
度
「
夏
休
み
ち
び
っ
子

ヤ
ン
グ
大
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
で
は
今
年
も
間
航
空
機
の
地
上
展
示
(
F
1
4

「
夏
休
み
ち
び
っ
子
ヤ
ン
グ
大
会
」
を
E
J
、
R
F
4
E
、
T
1
3

下

記

婆

領

で

実

施

い

た

し

ま

す

。

3

A

-

K

V

1

0

7

)

記

同

救

命

装

備

口

同

等

の

展

示

(

へ

ル

一

、

臼

持

八

月

十

九

日

(

金

)

メ

ッ

ト

、

飛

行

服

、

ゴ

ム

ボ

l

午
前
八
時
l
午

後

一

時

ト

な

ど

)

一
、
場
所
航
空
自
衛
隊
百
塁
基
地
凶
化
学
消
防
車
及
び

M
!日
機
関

一

、

行

事

内

容

銃

の

展

示

ωフ
ァ
ン
ト
ム
機
の
飛
行
関
練
・
日
間
紙
ヒ
コ

i
キ
大
会

写

真

撮

影

及

ぴ

写

生

川

明

記

念

品

の

プ

レ

ゼ

ン

ト

来
る
八
月
十
三
日
よ
り
月
お
く
れ

盆
に
入
り
町
営
墓
地
内
の
悦
維
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
町
で
は
次
の
と
お

り
墓
地
内
ま
で
の
道
路
に
つ
い
て
交

通
規
制
を
い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

一

、

期

日
8
月
日
臼
J

8
月
日
日

(
3
日
間
)

一
、
規
制
時
間

午
後
5
時
J
午
後
8
時

一
、
対
象
車
輔

全
車
柄
(
自
転
車
を
含
む

構
神
衛
生
相
談
に
つ
い
て

健
康
な
心
で
毎
日
を
過
ご
す
た
め
精

O
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
者
ま
た
は
薬
物

神
衛
生
相
談
を
下
記
の
と
お
り
聞
き
ま
中
毒
者

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

O
自
閉
症
ま
た
は
登
校
拒
一
台
等
の
家

記

族

を

お

持

ち

の

方

⑬
と
き
毎
月
第
3
月
曜
日

O
そ
の
他
精
神
衛
生
に
関
す
る
相
談

午
後
1
時
1
午
後
1
時
部
分
を
希
望
す
る
方

⑧
と
ニ
ろ
茨
城
県
那
珂
湊
保
健
所
@
相
談
医

霊筒
0
2
9
2
6
ゆ
1
7
9
6
那
珂
湊
保
鐘
所
積
神
衛
生
相
談
一
望
匿

⑧

相

談

対

象

者

@

そ

の

他

(

相

談

は

無

料

で

す

)

O
精
神
に
異
常
が
あ
る
の
で
は
な
い
※
詳
し
く
は
、
保
健
所
保
健
予
防
課
へ

か

と

思

わ

れ

る

方

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

へ

人
互
療
会
を
ご
存
知
で
す
か
?
万
一
療
会

は
、
術
後
の
相
談
、
療
養
体
験
、
器
具

の
使
用
な
ど
に
つ
い
て
の
経
験
の
交
流

や
健
康
の
回
復
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
向

上
の
た
め
間
一
愛
者
、
家
族
、
医
療
関
係

者
の
皆
さ
ん
と
努
力
し
て
ま
す
。
ま
た
、

障
害
年
金
の
改
正
、
身
体
障
害
者
福
祉

法
適
用
の
た
め
の
運
動
も
し
て
お
り
ま

す
。
お
近
く
の
支
部
を
ご
紹
介
し
ま
す

の
で
左
記
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

一T
東
京
哲
也
区
新
橋
五
ノ
一
四
ノ
一
一
一
(
大
幸
ヒ
ル
)

友
愛
軍
事
務
所
(
電
話
0
3
4
3
2
3
5
1
4
)

大洗文化センタ-8月分特事
円h
営三r内開催場所名著Zイ握開始時間日催開

一般を対象としてタンスの実技を講習するリハーサル室社交ダンス講習会19: 00 8 }ヲ 2日(火)

運転免許所有者で更新のための講習会大会議室運転免許証更新講首会9:00 8月108 (水)

ノレホL， 
2ス表発ケオフカ17: 00 8月16日(火)

吉富全
第 25回全額高等学校
視聴覚教育研究協議会大会

9:00 
8月17日(水)
-20日(土)

大洗軒における交通事故の発生状況電子レンジによる料理方法を学習する大会議室電子レンジ料理教案9:00 8月23日(火)
(58.6月現在)

数j成;増前年同期if-本
リハーサル釜社交ダンス講習会19:00 8月23日(火)

1 (ム 5)8 (47) 9 (42) 発生件数水産加工業経営改善に関する講演室11妻研ぷ込
;rミ1寅言事ヱ力日産水14:00 8月 3日(水)

(
 

日
U。(3) o ( 4) 数者死軽スポーツの実技指導室修研ツ教主主第 3lEl世帝人スポ13・308月27日(土)

※( )内は累計を示す。

“毎月 1日1ま突通安全の巴"“あなだが築く受通安全"

ム 4(ム12)14 (69) 10 (57) 負傷者数
書道、ベン醤字、茶道、華道中央公民銀@t 講種各長官民^ .J..、

9: 30 
19・00

9: 30 
13:00 
17: 0。

8月4日(水)
-26日(金)

8月2日(火)
-30日(火)

絵顔、手芸、水暴酒、絢芸、書道、てん刻、

史探会、短歌
中央公民銭公民館自主グループ活動

9 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 
月/ / / / / / / / / / / / / 

6 30 26 25 24 23 18 10 9 8 4 2 日

機 機 世帯 官苦 安置 機 成 機 母 手L 機 事
能 人 人 人 能 歳 人 告E 古2
図 回 干ヰ 科 科 自

ムノ、 病 回 '1生 児 回

f且 f草
対 対「 ガ

f夏
カ ク

復 f旦
業

ン ン ン 月 中目 健
ilJll 言11 検 検 検 割| 健 ク、y 司11 割|

名
五車 中東 主会 きロ人ヨシ ーp~へ 車車 ~~ト 車車 言主 5ロ宅金タ込 練

する喜障善する降答
i前 J荷 I前

者する者障害
J荷 成

者する者害障
妊 生生

者する者答障
歳
病者患人

安置 後後
者者 者者 十 十 十 及 7 2 
で で 歳 詰主 歳 で ノ力、 で ぴ カカ で

女す

機能 機能 機ム目ルEペ5 月 機能
母
月l月l 機能

ムノ、 ムノ、 一ノ」、
児 及 性

復5邸'111 
回復 ト

十 十
復lEl 誕

ひ、

復訓練回を

8 3 

書復回11 
象四 四 四 生

カカ

司11 歳 詰孟 歳 ヨ11 日 青史 月月

練を 練を
ま ま ま

練を
{主 (J)(J) 

練を
で で で

達者たし

民 者者
者必 必、 (J) σ〉 σ3 必 必、 必

要 要 古着 t帝 動帯 要 要 要
と と 人 人 人 と と と

1 9 12 12 12 9 1 1 9 9 1 1 
受

2時 11時 I時 1時 1待 11時 2時 2時 11s寺 11待 2待 2時
時00待。。 5寺30時30H寺30R寺00時155寺15待。。 時00時15待。。 イ時間寸
30分 30分 30分 30分 30分 30分 15分 15分 30分 30分 15分 30分
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

「
子
宮
」
ガ
ン
集
団
検
診

O
対

象

者

却
歳
よ
り
的
歳
ま
で
の
婦
人

(
検
診
人
員
削
名
)
申
込
順

。
臼
時
・
場
所

8
月
目
白
(
水
)
大
貫
青
年
研
修
所

8
月
出
自
(
木
)
夏
海
農
協
倉
庫
前

8
月
町
四
日
(
金
)
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

O
受

付
午
後
山
時
却
分
1
1
時
泊
分

o
料

金
酬
円
(
こ
の
ほ
か
町
が
制
円
負
担
し
ま
す
)

o
申
込
方
法

8
月
四
日
(
金
)
ま
で
に
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

(
電
話
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
)

※
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
、
お
問
い
合
せ
下
さ
い

電
話
附
1
0
1
0
附
1
0
1
4

グ大
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